
　鞍手町青少年育成町民会議環境委員会では、不法投棄防止啓発活動　鞍手町青少年育成町民会議環境委員会では、不法投棄防止啓発活動
の一環として、町内の小学生に不法投棄防止を呼びかけるポスターをの一環として、町内の小学生に不法投棄防止を呼びかけるポスターを
描いてもらいました。各小学校ごとに代表作品１点を選んでもらい屋描いてもらいました。各小学校ごとに代表作品１点を選んでもらい屋
外設置用の看板を製作しました。外設置用の看板を製作しました。
　鞍手町衛生連合会等の協力を得て完成した看板は、各小学校区内の　鞍手町衛生連合会等の協力を得て完成した看板は、各小学校区内の
人目につきやすい場所に設置されています。人目につきやすい場所に設置されています。
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剣南小学校５年剣南小学校５年
岩橋　叶岩橋　叶

剣北小学校剣北小学校
５年　安棲心音　丹生愛理　金田千潤５年　安棲心音　丹生愛理　金田千潤
６年　猪口翔太　　　　　　　　　　６年　猪口翔太　　　　　　　　　　

新延小学校美化委員会新延小学校美化委員会
５年　兼實玲奈　松木陽輝　合原琉架５年　兼實玲奈　松木陽輝　合原琉架
６年　今井皇牙　清川　遼　　　　　６年　今井皇牙　清川　遼　　　　　

古月小学校６年古月小学校６年
池田来夢　中野桃伽池田来夢　中野桃伽
能美　咲　大和楓夏能美　咲　大和楓夏

室木小学校５年室木小学校５年
石田陽央莉　伊藤麻純　浦田悠斗石田陽央莉　伊藤麻純　浦田悠斗
中嶋萌中嶋萌 々々愛　福本琉南　　　　　愛　福本琉南　　　　　

西川小学校西川小学校
６年生一同６年生一同
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資源物拠点資源物拠点
回収事業回収事業
■持ち込むことができるもの（持ち込む場合の注意点等）

町ではごみを減らすために毎月第１、第３日曜日に資源物拠点回収事業を行ってい町ではごみを減らすために毎月第１、第３日曜日に資源物拠点回収事業を行ってい
ます。資源物拠点には、持ち込み方法のルールがあります。持ち込み方法をよく守っます。資源物拠点には、持ち込み方法のルールがあります。持ち込み方法をよく守っ
て、家庭ごみを減らしましょう。ご理解とご協力をお願いします。て、家庭ごみを減らしましょう。ご理解とご協力をお願いします。

●問い合わせ　役場農政環境課生活環境係☎４２局２１１１番まで

■持ち込み方法
●車などに積んで直接持ち込み可能
●持ち込みは無料
●固形燃料用ごみ、粗大ごみの持ち込みは不可
●カビや汚れがひどいものは引き取りできません　

新 聞 雑 誌 その他の紙

ダンボール

牛乳パック

衣類 缶 びん

ペットボトル

ペットボトルキャップ

ビニール袋

食品用トレイ類

発泡スチロール

小型家電

蛍光管等

週刊誌
書籍
コミック雑誌等

紙袋
折込チラシ等

よく水洗いを
してください

現在、持ち込みで
きません

缶詰め
アルミ缶
スチール缶等

茶びん
透明びん
その他びん

よく水洗いをして
ください

よく水洗いをして
ください

スーパーの
レジ袋等

よく水洗いをして
ください

デジタルカメラ
ビデオカメラ等

蛍光管
水銀体温計

火災防止のため回収
するもの
使い捨て
ライター等

※資源物拠点回収事業についての詳細につ
いては、各世帯に配布している「家庭ご
みの正しい出し方」の３ページ、４ペー
ジをご確認ください

■とき・ところ
●とき　毎月第１、第３日曜日午前９時から正午まで
●ところ　くらじクリーンセンターストックヤード（宮若市本城
１５９３番地３８）

よく水洗いをして
ください
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鉄道駅

居住誘導区域
居住を誘導する区域

鞍手町立地適正化計画区域（町全域）

支援制度を拡充し、生活利便性の高い居
住誘導区域へ居住を誘導していきます。
また、行政や医療、商業などの生活サー
ビス施設を都市機能誘導区域内に集積し
て、回遊性の高い便利なまちを構築しま
す。

教育・文化
金融

医療
行政

商業

子育て

介護福祉

居住
居住

居住

民間路線バスの機能維持を図りながら、
コミュニティバスや予約型乗合タクシー
などの公共交通を確保・維持し、周辺地
域に居住する人を含め、すべての住民が
車に頼らない暮らしを可能にする交通
ネットワークを構築します。

コンパクトシティ

ネットワーク
＋[プラス]

・民間路線バス

・コミュニティバス

・予約型乗合タクシー

都市機能誘導区域
都市機能を集約する区域

居住

居住

居住や商業、医療、行政などの都市施設を集約
したコンパクトな都市の形成。すべての住民が
車に頼らない暮らしを実現するための公共交通
ネットワークの構築。鞍手町では、この2つを
目指した新しいまちづくりを進めるための計画
「鞍手町立地適正化計画」を令和４年３月３１
日に策定、公表します。
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この町の 未来へと続く 羅針盤

立地適正化計画
Kurate  Town  Compact  City  Plan

鞍
手
町
立
地
適
正
化
計
画
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
に
策
定
・
公
表
し
ま
す

届出の対象となる行為 (例 )

○居住誘導区域以外で行う開発行為など

①３戸以上の住宅を建築する目的の
開発行為

・３戸以上の住宅の
開発行為

・３戸以上の集合
住宅の開発行為

②１戸または２戸の住宅を建築する目的の開発行為で
　その規模が１，０００㎡以上

・１戸の規模が
　１，２００㎡の開発行為

○都市機能誘導区域以外で行う建築などの行為
誘導施設を新築・改築したり、用途を
変更したりする場合

○都市機能誘導区域内で行う建築などの行為
計画に位置付けられた誘導施設を
休止または廃止する場合

届出が
必要

×廃止 ！休止

届出が
必要

届出が
必要

届出が
必要

立地適正化計画では、居住を誘導する居住誘導区域とその範囲
の中で行政や商業、医療などの都市施設を集約する都市機能誘導
区域を定めています（下の図）。
また、都市機能誘導区域内に維持や誘導したい都市施設を誘導

施設として設定しています。また、持続的な公共交通の構築に一
体的に取り組むこととしています。
今後は、これらの区域に居住や都市施設を長い年月をかけて緩

やかに誘導、集約していきます。

居住や医療、商業、行政などの都市施設を
誘導・集約する区域を形成します

設定された居住誘導区域や都市機能誘導区域以外の地域で、一
定規模以上の住宅開発などを行う場合には、工事着手の３０日前
までに届出が必要になります。

○届出の対象となる行為（右の図）

①居住誘導区域以外で、３戸以上の住宅の開発や建築、１，０００
㎡以上の１戸または２戸の住宅を開発したりする場合など

②都市機能誘導区域以外で、誘導施設を新築・改築したり、用
途を変更したりする場合。都市機能誘導区域内で、誘導施
設を休廃止する場合など

※詳しくは、役場地域振興課（０９４９－４２－２１１１）まで

誘導区域以外で行う建築や開発行為などは
３０日前までに届出が必要です
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